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１．はじめに 
 第一に、今回、尼崎市青年使節団として

アウクスブルク市へ訪問できたことを誇り

に思います。人生で初めてドイツに行くの

で言語の壁や文化の違いに不安を抱いてい

ましたが、現地の方々は私達の訪問を歓迎

して下さり、出発前のような不安を感じる

ことなく、無事に姉妹都市であるアウクス

ブルク市と多くの交流を通してより一層良

い関係が築けたと確信しています。 

 

２．１日目 

 アウクスブルク市に到着した後、早速ホ

ストファミリーとの対面式がありました。

ドイツに訪問する前からメールで何度もや

り取りをしていたので、実際に会えて嬉し

かったです。その日の夜ご飯は、私がメール

で伝えていた、ドイツで有名なソーセージ

を準備してくれていました。 

  

 

３．２日目 

 2 日目は、ディーゼル記念石庭苑、尼崎・

長浜通、日本庭園のある植物園、フッガーラ

イ、アウクスブルク市の中心部を訪問しま

した。自分がドイツにいることを忘れるく

らい、日本に関する多くの場所に行きまし

た。今回の青年使節団に参加するまでドイ

ツは日本の文化をここまで受容していると

知らなかったので驚きました。 

 

 

４.３日目 

 3 日目は、表敬訪問、市場散策、アウク

スブルク市立図書館、伝統衣装ディンドル

試着、人形劇団プッペンキステ鑑賞、そし

て、夜ご飯は皆のホストファミリーとフラ

ムクーヘン作りと有意義な 1日でした。表

敬訪問はロココホールで行われました。尼

崎市青年使節団員として署名をすることで

より一層気持ちを引き締めて行事に参加で

きたと思います。夜ご飯は、自分のホスト

ファミリーだけではなく皆のホストファミ

リーと交流できてとても楽しかったです。

私たちのグループが作ったフラムクーヘン

が大好評だったことは嬉しかった思い出の

ひとつです。 



 

 

５．４日目 

 4 日目はフュッセン、ノイシュヴァンシ

ュタイン城、ヴィースの巡礼教会を訪れま

した。ノイシュヴァンシュタイン城は人生

で 1 度は訪れたい場所だったので訪問でき

て嬉しかったです。城の内部では音声ガイ

ドがあり、日本語にも対応していて改めて

ドイツと日本の繋がりを感じました。 

 

 

６．５日目 

 5 日目は、Halle116、アウクスブルク大

学、繊維博物館、WWKアリーナを訪れました。

アウクスブルク大学は私のホストファミリ

ーや、3日目のフラムクーヘン作りで仲良く

なった人が通っている大学なので、見てま

わるのがとても楽しかったです。WWKアリー

ナでは、普段立ち入ることができない場所

にも特別に招待して下さり、とても有意義

な体験になりました。フィールドに立ち入

れたことが最も印象的でした。 

 
 

７．６日目 

 6 日目は、歴史的水道施設、職業訓練セン

ターを訪れ、夜には送別会が行われました。

送別会は私達が以前から準備していた尼崎

及び日本の紹介動画と、動画に関するクイ

ズをしました。団員全員で協力し、無事にや

り遂げることができました。 

 

 

８.７日目 

 7 日目は終日ホストファミリーと過ごす

１日でした。私がメールで行きたいと伝え

ていた、ネルトリンゲンとミュンヘンに連

れて行って下さり、夜はホストファミリー

とゲームやアニメを楽しむなど沢山お話も

できて、大満足な 1日でした。 



 

 

９.おわりに 

 私は、尼崎市青年使節団に参加して本当

に良かったと思っています。今後も、自身の

成長にも繋がる貴重な体験のできる素晴ら

しい企画が続くことを願っています。 


